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ルート変更後の亀有駅行きのりば�

　これからの市役所の仕事は、本格的な少子高齢社会の到来、地域経済の振興、環境保全への取り
組みなど様々な課題に対応していかなければなりません。�
　また、地方分権の進展や個人の価値観・ライフスタイルの変化を反映して、市で行われている業
務も多様化、複雑化しています。�
　このような社会情勢の変化や市民ニーズに的確に応えていくためには、過去の慣例、前例にとら
われることなく業務を柔軟かつ臨機に見直し、無駄なく効率的、効果的に進めていくことが必要と
なってきます。�
　市では、こうした背景のもと、新たな行政改革の取り組みとして「第3次八潮市行政改革大綱・八
潮市行政改革集中改革プラン」を策定しました。�
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事務事業の整理合理化�

定員管理および給与の適正
化等�

人材の育成・確保�

公正で透明性の高い行政運
営の推進�

自主性・自立性の高い財政
運営の確保�
市民との協働による市政の
推進�

公営企業等の経営健全化�

新たに検討を進める課題�

市民ニーズ・行政ニーズに
対応した組織体制�

ＩＴを活用した業務改革・
窓口サービス等の向上�
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 変更前  八潮駅南入口─潮止橋北─亀有駅北口�

 変更後  八潮駅北口（のりば３）─八潮駅南入口─潮止橋北─亀有駅北口�

■問東武バスセントラル㈱八潮営業所　�９９６－０８２２�

変更②�
 変更前  八潮駅北口（のりば５）─広瀬病院前─八潮団地�

 変更後  始発から午後２時まで（下図点線回り）＝八潮駅北口（のりば�
５）→工業団地→八潮団地→広瀬病院前→八潮駅北口�
午後２時から終発まで（下図実線回り）八潮駅北口（のりば５）→広瀬病�
院前→八潮団地→工業団地→八潮駅北口�

■問東武バスセントラル㈱草加営業事務所　�９３６－１５３１�

　東武バスセントラルが運行しているバス路線の一部が次のとおり変更されます。�
　また、ホームページ（http://www.tobu.co.jp/bus）でも、変更後のルートと時刻表
を検索することができます。�

※八潮駅北口へ乗り入れるために延伸しますが、延伸後も「八潮駅南入口」停留所�
　を利用することができます。４月１１日（火）から変更後のルートで運行します。�

※草加八潮工業団地を新たに経由するため、３月１３日（月）からルートが�
　変更され、「新町」停留所が新設されました。�

変更①�

始発から午後2時までの運行経路�

午後2時から終発までの運行経路�

　取組内容については、改革を推進していくうえでの重点事項として、
次の大綱１０項目を定めています。�
　また、これら大綱を実施に移すための実施計画３０項目と、その実
施計画を具現化するための取組項目（取組目標・取組内容・取組年度・
スケジュール・数値目標一覧）９５項目を定めています。なお、ここ
では大綱ごとにその取り組みの概要（次頁一覧表参照）についてお
知らせします。�
※詳細については、市のホームページや市役所１階の８４０情報資料
コーナーにてご覧になれます。�

　第３次八潮市行政改革大綱・八潮市行政改革集中改革プランの計画期間は、
平成１７年度から平成２２年度までの６年間となっています。�
　取り組みに当たっては、次の改革のポイントを前提条件に取り組んで
いきます。�
１　ＰＤＣＡサイクル※の継続的な改善プロセスを取り入れ、不断の取り
組みを行っていくこと�
２　取組状況や成果については、広く市民の皆さんに公表していくこと�
３　可能な限り取組目標の数値化を行い、効果測定を行っていくこと�
４　定型的業務を含めた全事務事業の総点検を実施し、聖域なき徹底的な
見直しと改革を断行していくこと�
５　新しい自治体経営の観点から改革に取り組んでいくこと�
６　事業費に人件費を加味したフルコスト計算により、比較可能な指標に
基づき取り組んでいくこと�
７　公営企業・市出資法人に対しても同様な取り組みを求め、経営改革と経
営基盤の強化に取り組んでいくこと�
８　新たな改革内容の取り組みが生じた場合、改革内容を追記できるよう
弾力的な運用を図っていくこと�
　また、生涯学習市民会議から取り組みに向けた意見をいただきました。�
※ＰＤＣＡサイクルとは、Ｐｌａｎ（立案）、Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（検証・評価）、Ａｃｔｉｏｎ（見直し）の
周期に基づいて、継続的な業務改善を行う手法�

生涯学習市民会議からの取り組みに向けた意見�
（※要旨抜粋）�

●行政改革は不断の取り組みが重要であり、職員が一丸となっ
て取り組むこと�

●行政改革の取り組みが、計画どおりに確実に実施されるため
には、市長の強力なリーダーシップが何より重要であること�

●管理職員は、これが計画倒れとならないように、責任と自覚
を持ってしっかりと改革内容に対する進捗管理を行ってい
くこと�

●行政改革の取り組みの成功の鍵を握るのは、職員一人ひとり
の改革に対する真摯な取り組みであり、職員は、絶えず前向
きな視点で業務を見直し、市民から信託を受けて業務を行っ
ている責任の重さを忘れずに改革内容に取り組んでいくこと�

●行政改革の取り組みを通して、私たち市民も関心を向け、責任
を持ってその進捗管理を行っていくことが必要であること�

行政改革とは�
　これまでの業務内容や進め方などを根本的に見直し、改めてい
くことです。業務を効率的、効果的に進めるために無駄遣いは許
されません。�
　しかしながら、ただ単に業務を減らしていくことだけが行政改
革ではありません。行政改革の取り組みでは、優先的に取り組む
べきものは何か、そうでないものはどれなのか、どのようにすれば
効果があがるのかなど、これからは業務の選択と集中、内容や手法
の見直しを行いながら、改革を進めていくことが重要です。�

集中改革プランとは�
　国において「地方公共団体における行政改革の推進のための新
たな指針」が策定されました。そこでは、積極的な行政改革の推
進に努めるよう平成１７年度を起点に「行政改革大綱の見直しと行
政改革の取り組みを集中的に実施するための『集中改革プラン』
の公表」が求められています。�
　なお、「集中改革プラン」では、民間委託等の推進や定員管理
の適正化、経費削減等の財政効果などの行政改革の具体の取り組
みの明示が求められています。�
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